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簡潔な造形に込められた静かな闘志
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　まっすぐに伸びた首、鋭い眼差し、食い込まんばかりに
踏みしめられた足---闘鶏用の品種である軍鶏のしなやか
で力強い体躯とその凛とした立ち姿からは、内に秘めた静
かな闘志が感じられます。作者の津田信夫（1875-1946）
は1923（大正12）年から金工研究のために欧米各地に留学
し、1925（大正14）年にはパリ万国装飾美術工芸博覧会
（アール・デコ博）の国際審査員も務めた作家です。羽や
尾に見られる簡略化された造形には、当時ヨーロッパで流
行していたアール・デコ様式が反映されています。
　津田はアール・デコ博の年に帰国した後、若い金工家に
向けて西洋の工芸の新しい潮流を説きました。津田の教え
を受けた金工家・高村豊周（1890-1972）を中心に結成さ
れた工芸団体「无型」は、これまで芸術的な観点から評価
されていなかった工芸に対する意識を変えるための活動を
展開する中で、西洋の動向を取り入れた作品制作を行い、
旧態依然とした国内の工芸を打破する一翼を担いました。
彼らの活動は1927（昭和2）
年の第8回帝展にて美術工芸
部門が新設されるという大
きな動きに繋がっていきま
す。津田に刺激された若い
作家たちの熱い意欲が、日
本の工芸界の革新を推し進
めたのです。
（当館学芸補助　影山侑恵）

　ハイヒールにワンピース姿の女性が弓を構えて矢を射
る。振袖を着た女性がゴルフに興じる。いずれも日本画家・
丹羽阿樹子（1900-1988）が昭和初期に描いた内容です。丹
羽は上村松園（1875-1949）に師事した後、松園のすすめで
西山翠嶂（1879-1958）の画塾・青甲社に入門。1930（昭和
5）年の第 11回帝展で官展デビューを飾ります。1945（昭和
20）年に病でやむなく作家活動は中断され、短い活動期間
のため画家としての知名度は高くありません。しかし、女
性の社会進出の目覚ましい時代を画家として生きた丹羽の
作品は、当時の流行・世相と共に若く活発な女性像が描か
れ、また、等身大ほどの大きなスケールで表され、新時代
の躍動感を写し取ったようなエネルギーに満ちています。
　1935（昭和 10）年の第 1 回市展（京都市美術館）に出品
された《遠矢》（No.25）は、丹羽の代表作にあたります。女
性は、花柄模様の黄色地と臙脂色の切り返しが独特なハイ
ウエストのワンピースを身に付け、ストラップ付きのハイ
ヒールを履き、「断髪」＊1 に「パーマネント」＊2 という当
時最先端のヘアスタイルをしています。蝶が舞い、タンポ
ポやスミレの咲く春爛漫な野原に都会的な装いの女性が居
る違和感もさながら、その手には身体を覆うほどの大きな
弓を構えています。洋装の女性が日本古来の弓術を行うと
いうギャップに驚きますが、ルージュを引いた唇を固く結
び、射る矢の先を見据えた真剣な眼差しからは新しい時代
を生きる自立した女性の強い意志を感じさせます。
　同時期に描かれた《ゴルフ》（No.2）は《遠矢》とは逆に
西洋発祥のスポーツをする和装女性という図です。ここで
の「ゴルフ」とは、障害物が置かれた小さなコースをパター
のみでプレイする「ミニゴルフ」や「パターゴルフ」と呼
ばれるもので、ホテルなどのバルコニーに設置された手軽
な遊技場ではないかと考えられます。日本のゴルフ場は、
1901（明治 34）年に神戸の六甲山に完成したのが最初であ
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新時代の女性を描いた画家・丹羽阿樹子
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り、当初は上流階級の娯楽だったものが昭和に入って大衆
化が進み、安価で気軽に楽しめるものに広がりつつあった
ようです。ここではコース上の障害物としてミニチュアの
太鼓橋や灯籠などが日本庭園風に飾られ、奇妙にも調和し
た和洋折衷のコースが完成しています。女性は浅葱色の振
袖に帯を胸高に締め、ウェーブヘアを結ってまとめた流行
りのヘアスタイルにお化粧もしています。国が洋装化を推
奨していた時代でしたが女性の洋装普及率は低く、しかし
流行りの髪型や化粧を通じてオシャレを楽しむ若い女性は
多かったようです。急速な近代化が進み、繁栄したこの時
代でしか見られない光景を、リアルに捉えた一作です。
　　　　　　　　　　　　　　　　  ＊1大正後期に流行したボブスタイルの髪型。
　　　　　　　　　　　　　　　　  ＊2昭和初期に普及したウェーブヘア。

（当館学芸員　大森奈津子）
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